
時には視点を変える「複眼的思考」を 

 

＊資料：「工場立地動向調査」(経済産業省) 

■奈良県での工場立地は活発であった？ 

図1を見ながら「平成17年以降の5年間で奈良

県内での工場立地件数は105件である」という

説明を聞いた場合、大抵の人は同16年以前と比

べて奈良県の全国シェアが増えており、県内で

の工場立地が大変活発であったと思うだろう。 

一方、図2で工場の敷地面積の推移をみると、

やや違った傾向を示している。過去5年間の奈

良県の全国シェアは、立地件数は平均1.4％(21

年単独は2.4％)とやや高いが、敷地面積は同

0.6％(同0.8％)と伸び悩んでいる。 

奈良県では小規模な工場立地が増えて件数の

全国シェアは高くなっているが、敷地面積（あ

る意味での生産規模）については、奈良県の経

済規模(名目県内総生産)の全国シェアが0.7％

であることを踏まえると、平成16年以前の水準

が低すぎただけであり、近年は「可もなく不可

もなく」本来あるべき水準であるとも言える。 

■意外と多い「工場立地の県外流出」(図3､4) 

直近5年間の奈良県内での工場の立地件数は

105件(うち本社が県外は39件)だが、本社が奈

良県で県外に立地は13件であった。同様に工場

立地敷地面積を見ると、奈良県内は622千㎡(う

ち本社が県外は276千㎡)だが、本社が奈良県で

県外に立地は275千㎡であった。 

この5年間で県外からの工場立地敷地面積は

増加したが、同期間に県内からの流出分を補っ

たに過ぎないという面も否定できない。このよ

うに時には視点を変えてモノゴトを捉えると、

違った姿が見えてくることがある。(島田清彦) 

*なお、本統計からは、工場の稼働率や付加価値額、工場の廃

止・縮小等が不明の為、工業統計調査との併用も重要である。 

8 

10 

5 

7 

4 

2 

6 

3 
2 

11 

8 

11 

21 

26 26 

21 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

0

5

10

15

20

25

30

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

年

奈良県内での工場の立地件数

奈良県の立地件数(左目盛)

同全国シェア(右目盛)

(件) (％)図 1 

79 

34 

18 

59 

224 

7 

50 

16 13 

82 

58 

133 

103 

140 145 

102 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

0

50

100

150

200

250

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

年

奈良県内での工場の敷地面積

奈良県の敷地面積(左目盛)

同全国シェア(右目盛)

(千㎡) (％)図 2 

5 

18 17 

11 
15 6 

3 
9 

15 6 

2 

4 

4 3 

0 

0

5

10

15

20

25

30

35

17 18 19 20 21年

本社所在地別工場立地地域・立地件数

本社が奈良県で県外に立地【流出】

本社が奈良県外で奈良県内に立地【流入】

本社が奈良県で奈良県内に立地

(件)

図 3 

16 

96 
78 81 75 

117 

7 
62 64 

26 

38 
115 

78 
44 

0 

0

50

100

150

200

250

17 18 19 20 21年

本社所在地別工場立地地域・敷地面積

本社が奈良県で県外に立地【流出】

本社が奈良県外で奈良県内に立地【流入】

本社が奈良県で奈良県内に立地

(千㎡)

図 4 


